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たこれらの塩の磁化率を測定したところ、1は 300 Kで Pc•3−上の 1
つの S ＝ 1/2のスピンに対応する 0.364 emu K mol−1の χMT値を示した。また、J/kB = −123.0 
Kの反強磁性相互作用が見積もられた。一方、2は 300 Kで VIVと Pc•3−上の 2つの S ＝ 1/2
のスピンに対応する 0.617 emu K mol−1の χMT値を示した。さらに、VOPc分子内には、Jintra/kB 
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MOPc: M = Ti (1), V (2) 
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